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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。 

これによって，JIS K 0170-3:2011 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 0170 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 0170-1 第 1 部：アンモニア体窒素 

JIS K 0170-2 第 2 部：亜硝酸体窒素及び硝酸体窒素 

JIS K 0170-3 第 3 部：全窒素 

JIS K 0170-4 第 4 部：りん酸イオン及び全りん 

JIS K 0170-5 第 5 部：フェノール類 

JIS K 0170-6 第 6 部：ふっ素化合物 

JIS K 0170-7 第 7 部：クロム（VI） 

JIS K 0170-8 第 8 部：陰イオン界面活性剤 

JIS K 0170-9 第 9 部：シアン化合物 
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流れ分析法による水質試験方法－第 3 部：全窒素 

Testing methods for water quality by flow analysis-Part 3: Total nitrogen 

 
1 適用範囲 

この規格は，工業用水，工場排水などに含まれる窒素化合物をペルオキソ二硫酸塩を用いる加熱酸化分

解によって硝酸イオンとして，吸光光度法による流れ分析法を用いて，全窒素として定量するための方法

について規定する。表層水，地下水，浸出水などにも適用できる。 

警告 試薬の取扱いは，関係法令，規則などに従い，十分注意する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0094 工業用水・工場排水の試料採取方法 

JIS K 0101 工業用水試験方法 

JIS K 0102 工場排水試験方法 

JIS K 0115 吸光光度分析通則 

JIS K 0126 流れ分析通則 

JIS K 0170-2 流れ分析法による水質試験方法－第 2 部：亜硝酸体窒素及び硝酸体窒素 

JIS K 0211 分析化学用語（基礎部門） 

JIS K 0215 分析化学用語（分析機器部門） 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 8019 亜硝酸ナトリウム（試薬） 

JIS K 8102 エタノール（95）（試薬） 

JIS K 8116 塩化アンモニウム（試薬） 

JIS K 8161 ジクロロメタン（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 8197 N-1-ナフチルエチレンジアミン二塩酸塩（試薬） 

JIS K 8253 ペルオキソ二硫酸カリウム（試薬） 

JIS K 8548 硝酸カリウム（試薬） 

JIS K 8731 尿素（試薬） 

JIS K 8826 水酸化ナトリウム（窒素測定用）（試薬） 

JIS K 8951 硫酸（試薬） 

JIS K 8983 硫酸銅（II）五水和物（試薬） 


